
癌の臨床 (1989.06) 35巻7号:804～810.

非ホジキンリンパ腫1・2期における化学療法併用の有効性に関する研究 
―多変量解析による治療法の比較―

斎藤泰博、菊池雄三、早坂和正、天羽一夫、藤田昌宏、上
北洋一、西野茂夫



緒言一

悪性リンパ腫Ｉ.Ⅱ期の治療成績は，近年いち

じるしい改善傾向が認められている．その理由と

しては，化学療法剤の開発および多剤併用療法の

研究の他，病期・病理組織学的分類と予後との研

究が進んできたことが考えられる．

以前にわれわれは，非ホジキンリンパ腫Ｉ.Ⅱ

期における化学療法併用の有効性に関して報告し

た')．今回は，さらに多変量解析を用いて，多数

の因子による偏りを補正して真の有効性を検討し

た．さらにまた，他の予後因子についても解析を

加え，今後の治療成績向上のための問題点を探っ

たので報告する．
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ｔ検定の結果５％以下の危険率で偏りが認められ

た．

臨床病期分類はＡｎｎＡｒｂｏｒ分類に準じ，病理

組織型はＬＳＧ分類に従って分類された．詳細は
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非ホジキンリンパ腫Ｉ・Ｉ期における化学療法併用の

有効性に関する研究

一多変量解析による治療法の比較一
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１．対象および方法

対象は1977年７月から1987年10月までの11年３

カ月間に，旭川医大附属病院，市立旭川病院にお

いて根治的治療を行った非ホジキンリンパ腫61例

(Ｉ期20例，Ⅱ期41例）である（表１および２)．

その性，年齢分布は，男性40例，女性21例と男

性が多く，年齢は６歳から89歳(平均年齢57.0歳）

であった．放射線治療単独群の平均年齢は６０．０

歳，化学療法併用群の平均年齢は51.6歳であり，
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